
越後能生及び近傍の海藻ノート (3)

斎 藤 譲去を

Y. SAITO: Notes on Some MarineAIgae from 

Nou， Echigo， and its Vicinity (3) 

Laurencia niρρonica YAMADAクラソゾは 1931年山田幸男博士により，

越後能生を含む本州日本海沿岸各地と中国芝宋産の材料にもとずいて設けら

れた種で，能生からは筆者によっても採集，報告された (1956)，。筆者はその

後も採集調査を続けてきたが，現在までに能生・小泊・郷津の各沿岸で本種

の雄性配偶体及び雌性配偶体を各3個体ずっと多数の四分胞子体を得てそれ

ぞれ観察する乙とが出来た。筆者の知る限りでは，本種の生殖器官について

特に詳しい観察の発表された例は少ないと思うので，ここにその結果を報告

する。

御指導と本稿の校閲を賜わった時田敏先生に深く感謝するとともに，文

献のお世話をいただいた正置富太郎氏に御礼を申し上げる。また山田幸男博

士には種の査定について御指導をいただいたととを記し，厚く御礼を申し上

げる。

Laurencia niρρonica Y AMADA ヲラソゾ (Textfigs.1， 2， Pl. 1) 

YAMADA， 1931， p. 209， Pl. 9;稲垣， 1933， p. 56， Fig. 24; 岡村， 1936， p. 

855， Fig. 400;東， 1936， p. 8; TAKAMATSU， 1939， p. 75;大島， 1950，p.

148， Fig. 121;斎藤， 1956， p. 106. 

産地: 能生(山田、l.c.;斎藤， 5月， 1954， (f); 5月， 1956， O，♀，(f);6 

月， 1958， ED)，小泊(斎藤， 5月， 1956， (1))，郷津(斎藤， 8月， 1957， 

(D)o 

分布: 日本海沿岸では樺太海馬島(時国)，北海道忍、路湾(稲垣)，函館湾

(森武)， 利尻島(山田)， 奥尻島(長谷川)，東北地方の日本海及び津軽

海峡沿岸(高松)，飛島(広橋)，佐渡(野田)，越中富山湾(大島)，因幡

長門(山田);その他では千島(永井)，北海道根室，中国の芝宋(山田)。

〔註一下線は f.orientalis YAMADAの分布を示す。〕

後能生水産高等学校
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86 藻類第8巻第3号昭和 35年 12月

本種はすでにのべたように雌雄異株で，雌雄の体も四分胞子体も栄養体

構造には本質的なちがいはない。すなわち体は約 10cmから，大きいものは

約44cm~ζ達し，円柱状でときに多少扇圧し，直径約3mm まで太く，主軸

は常に明らかに存在する。多くは旬校により数本叢生し (Pl.1， Figs. A， C)， 

またときに体の下部で数本の主軸にわかれ (Pl.1， Fig. E)，互生， 対生まれ

に輪生をまじえた羽状の校を出し，披針状となる。枝は直径約 1.5mmまで

太く，それから更に羽状の小校を生じて，乙れも披針状になる乙とが多い。

主軸や校はと乙ろど乙ろからいぼ状か梶棒状のみじかい副枝を生じ，四分胞

子体ではその副校に四分胞子裂をつける乙とがある (Fig.1， b)。 末端枝は成

熟した雄性配偶体のほかは普通みじかい根棒状または円柱状で，先端は鈍円

かいぼ状に終り，体の頂端部以外の末端校は房状に分岐することが多い

a 

Fig. 1. Laurencia nipponica 

YAMADA ウラソゾ

a-c. 成実枝を持つ校の一部

d. 議呆を持つ校の一部

e， f. 精子器托を持つ枝の一部

(aは郷津採集，他は能生採集の標

本による。 )(2)

Fig. 2. Laurencia nipponica 

YAMADA ウラソゾ

a. 枝の横断面の一部(四分胞子体).

x22 

b. 精子器托の縦断面. x16 
c. 援果の縦断面. x16 
d. 成突校の縦断面の一部，四分胞

子裂を示す. )(22 

{aは郷津採集，他は能生採集の標本

による。)
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斎藤: 越後能生及び近傍の海藻ノート (3) 87 

(Fig. 1， a， b， d， e)。体の中央部附近の主軸の横断面で観察すると，表皮細胞

は直径約 28~44μ の円形か， それより放射状方向にやや長い楕円形または

方形に近く，髄部の細胞はそれと同じくらいのものから， 大きいものは 120

~140x70~90μ に達するものもみられ， 細胞膜はかなり厚くところどころ

に半月形肥厚部を持つが，乙れは老成したものほど明らかにみえるようにな

る (Fig.2， a)。 また老成したものは体の下部が中空になることがある。 体色

は一般に暗紫紅色で質も割合軟かく，老成すると黄色みを帯びて軟骨質とな

り，不充分ではあるが紙に附着する。体表面にはときに無節ナシゴモ類の着

生をみるし，まれにネパリモの類が生じているものもあった。

雄性配偶体は 3個体得られたが，その長さは各 19cm (Pl. 1， Fig. E)， 15 

cm， 13.5 cmで，体色は紫紅色を示し， 19cmの個体はやや黄色みを帯びて

いる。精子形成については， KYLIN (1923)が Laurenciaρinnalifidaを用い

て詳細な研究を行なっているが，本種の筆者採集の材料では採集時期がおそ

すぎたためか， 精子器へ 精子襲後については充分な観察は出来なかった。

しかし各末端枝の頂端に直径 O.72~1.08 mmの円盤状にふくれた精子器托後

があり (Fig.1， e， f)，乙の頂端には精子袈を持つ精子器が収められていたと思

われる凹みがあり，その凹みの内面には末端校の表皮細胞より小型の細胞が

列していることが確認された (Fig.2， b)が，この詳しい観察は今後更に適当

な材料を得て試みたいと思う。

雌性配偶体3個体の長さはそれぞれ 34cm (Pl. 1， Fig. c)， 32 cm， 18 cm 

で，最後の l個体は校が主校の約 2/3ぐらいまでのび出した型で，体色は 32

cm個体が階紫紅色で， 他はそれよりやや明かるく， また黄色みを帯びる。

褒果は末端校か，ときにそれに近い部分の体表面に形成され，直径約0.63---

1.03mmで長さは直径とほぼ同長の卵形ないし壷形で (Fig.1， d)， 頂端は斜

上方lこ向かって果孔を持つ。外観では無柄であるが，縦断面で観察すると髄

細胞が縦列して柄のような構造がみとめられ，その頂端に位置するのは大き

さ 83~90x 61~66μ の有色大型の癒合細胞で， その細胞から上方に分岐す

る造胞糸を出し，その頂端に果胞子が形成される。果胞子は倒卵形ないし梶

棒状で，約 27~68μ 太く 71~157μ 長い。果皮はかなり厚く，末端校の表皮

細胞よりやや大きい円形細胞で形成されている。 KYLIN(1923)は Laurencia
ρinnatifidaの褒果発達の詳細な観察を行ない“1nalteren Zystokarpien 

恭精子安，精子3d，精子wf托の語義については末尾の附記を参照。
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beobacht巴tman indessen， wie die inneren Zellschichten der Hulle nach 

und nach aufgelost werden， um dem wachsend巴nGonimoblasten Platz zu 

bereiten. Die aufgelosten Zellen bilden dabei schleimige Mass巴n，welche 

zwischen der lnnenwand der Hulle und dem Gonimoblasten eingebettet 

liegen."とのべている。 しかし筆者の観察した本躍の成熟した袈果は，内部

lζ粘液を含んでいたが，なおその他に造胞糸から果皮の各部内面lζむかつて

多くの栄養糸が射出されており，乙の栄養糸は果皮の内面をゆるく被って，

それ自体が果皮の一部のような構造になっていた (Fig.2， c; Pl. 1， Fig. D)，。

なお今後袈果発速についても観察してみたいと思う。

四分胞子体は多数得られたが， 1956年 5月能生採集の 16個体で最大の

ものは約 44cm (Pl. 1. A)あり，平均して (28.3+8.5)cmの長さを示し，1957 

年8月郷津採集の 12個体は:;p.・均 (20.4土5.6)cmの長さがあった。 体色は 5

月採集のものはH音然紅色のものが多く ，やや黄色みを帯びたものも 4個体あ

ったが.8月採集のものは全部が黄色で，中lζ体下部だけ良いものが含まれ

る。その他の|時期lζ採集された材料を検討してみても，明らかに老成したも

のが黄色くなるように思われる。四分胞子袈は各末端校から変成した成実校

の特[ζ先端近くの髄居外縁の細胞から生じ (Fig.1， a-c)，ときに柄があって

それで髄細胞に辿らなっており， 直径約 38-126μ の球形または斜上方にや

や長い楕円体状で， 三角 ~ft状 lζ分裂して胞子を形成するが. まれにやや変形

して十字状に近い分裂をしているものもみられた (Fig.2， d; Pl. I， B)，。成実

枝は老成したものほど広閲し，とき にそり返るほどになり，また表面[ζ顕著

な波状の凹凸が生じてくる (Fig.1， al， 

附記一紅藻類の雄性生殖器官の名称については，少しく混乱が懸念され

るので，時田教授の芯見lζ従い次のように定義しておくことを提案したい。

精子又は雄性細胞 Spermatium 

精子袈内に通常 1個形成され，放出される。

精子嚢 Spermatangium

精子を形成する。

精子器 Antheridium，Spermatangienstand 

精子裂を形成している細胞校全体を指す。

(例 :イトグサ ;ダジア)，

藻類系統学 (1930)p. 487の粉子憾の定誌に同じ。
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百~)j長. 組後能生及び近傍の海部ノ ー ト (3) 89 

精子器托ι Antheridial receptacle 

藻体の末端技lこ精子器が多数集まって出来て特殊な形の校となっている

もの。(例 ;ソゾL
精子器棄 Antheridial CDnc巴ptacleor ca vity 

藻体の表面又は枝の一部[ζ出米た小室lC::精子器が集まって出来ているも

A し

。 s" IOnn 
~ーー~品目~... 開閉山ーー--'

D 
.・

" ーー
官
臼

』

Plate 1 Laurellcia l1itponica Y AMA 1コA ウラソ J(能生産)

Fig. A 四分胞子体 Fig. B. 成実技の横断flliの顕微鏡写点.、<'27 

Fig. C. tl雄性配(肉体 Fig. D. ~霊泉の縦断f而の顕微鏡写真 x:23 

Fig. E. 雄性配偶体

長 日本海銭言昔、p.851の精子総托は乙乙の精子器1<::.当る。
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の。精子器は柄細胞と， その上lζ出来る数個の精子襲母細胞と，それか

ら形成された 1個又は数個の精子墜とからだけで出来て いるとともある。

(例 :オゴ ノリ ;サシゴモ科L

精子器斑 Antheridial sorus 

藻体の表而lζ村子器が斑点状[ζ集合して出来ているもの。

(例 :テングサ ;ダノレス)

Summary 

1n this paper is given a morphological description of th巴 f巴rtilesexllal and 

asexllal specimens of LaU1-encia lIiρρonica YAMADA collect巴CIby the writ巴rhimself 

at NOll， Koclomari and GOZll in Echigo Province， on the Japan Sea coast of Central 

Honshu. This species is fOllncl to be dioeciolls. There is no essential di庄町 巴nce

in the veg巴tativestructllres among I'he male， female， and tetrasporic plants. Longi-

tuclinal sections of th巴 cystocarp'revealecl the presence of nutritive fila口1巴ntous

cells issllecl from the gonimoblast ancl lining the pericarp (Textfig. 2， C; PI. 1， 

Fig. D) 
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“アサクサノ リ"の生長 lと対 す る

アミノ 酸及びプ リン'類の効果

寺本賢一郎 ・木 下祝 郎幹

K TER八MOTOancl S. KINOSHlTA: On the e任ectsof 

amino acids and purines 011 the growth of P01ph.yra 

最近#'1.肥 1.(1，内臓自己消化液などが Hアサクサノリ "に対して良好な
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